別表第十七号　付加音の表出の機能
項目
表出の機能

1　音色
(1)　メロディ音は、別表第二十二号に示すとおり基本機能においては9種類、追加機能においては32種類とし、このうち、基本機能においては最大6種類、追加機能においては最大16種類の音色を選択して同時に表出できるものとする。
(2)　リズム音は、別表第二十二号に示すとおり基本機能においては最大5種類、追加機能においては16種類とし、このうち、基本機能においては最大5種類、追加機能においては最大8種類の音色を選択して同時に表出できるものとする。

2　音の高さ
音の高さは、12音平均律音階のA4の基本周波数を440ヘルツとし、A0からC8までの88音とする。

3　音の強さ
(1)　音の強さは、定常的な強さについて基本機能においては8段階、追加機能においては16段階とする。
(2)　音の強さの指定は、各段階の音の強さを直接指定するものとする。ただし、追加機能を有する場合においては音強修飾(各音ごとに定常的に指定される音の強さに対する相対的な音の強さを指定することをいう。)も可能なものとする。

4　音の長さ
音の長さは、単位時間を基本機能においては20ミリ秒から255ミリ秒までの範囲、追加機能においては1ミリ秒から255ミリ秒までの範囲で定め、その整数倍の時間とする。

